














博士後期課程 2015 年度修了  漆原拓也 
 
序 章 はじめに  
 漆の歴史は大変に古く、福井県若狭町の鳥浜貝塚から出土した漆の枝は約 12,600 年前のものである。北海道















































































                                                          
1  日本漆工協会『日本漆工』402：54-55 頁 1985 年 
2 本研究は一般社団法人日本漆工協会の公式見解ではなく筆者の私論である。 
3 『日本漆工』440：44 頁 1989 年 








































ある 1985 年 11 月 13 日に常源寺及び求聞寺において業界関係者を集め記念行事を行い、その後も実施してきた
10。浄法寺塗産地では 1986 年から 11 月 13 日に岩手県浄法寺漆生産組合が中心となって毎年、漆苗木記念植樹
祭を開催してきた11。川連漆器産地では秋田県漆器協同組合が 1986 年 11 月 13 日、広沢寺で漆業界の発展を祈
願した12。会津塗産地では会津漆器協同組合連合会が 1985 年 11 月 13 日に漆器供養祭を開催し13、その後も先
                                                          
6  東京漆器商工業協同組合編集委員会『明治百年 東京漆器の歩み』：68 頁 東京漆器商工業協同組合 1968 年 
7  高津戸益美編集『日本精漆工業協同組合 10 年史』：3 頁 日本精漆工業協同組合 1967 年 
8  江沼郡『石川県江沼郡誌』：17 頁 1925 年 
9 『日本漆工』440：44 頁 1989 年 
10 『日本漆工』458：20 頁 1990 年 
11 『日本漆工』429：29-30 頁 1988 年 




人への感謝、業界の発展を祈願してきた。茨城県大子町では 1986 年 11 月 15 日に明治神宮漆苗木植樹祭を開催
し14、1989 年 11 月 13 日には明治神宮うるしの森記念碑が建立され15、その後も漆苗木授与式が行われてきた。
山中漆器産地では山中漆器連合協同組合が業界関係者を集め東山神社で業界の発展を祈願した16。また、1995
年 11 月 22 日には山中漆器ろくろ技術保存会によって記念植樹を行われている17。輪島塗産地では 1990 年 11
月 15 日に輪島漆器商工業協同組合が中心となり、明治神宮うるし苗木植樹祭を行っており18、その後も植樹祭
を行っている。高岡漆器産地では 1985 年 11 月 13 日に高岡漆器の代表的技法である勇助塗を生み育てた石井勇
助の顕彰碑を本陽寺に建立した19。その後も業界関係者が記念行事を行ってきた。京漆器産地では京都漆器工
芸協同組合は法輪寺への参詣、京都市左京区の惟喬親王御墓参拝などを実施している20。香川漆器産地では香






   
表 122に見られるように、2015 年の生漆の輸入量は約 44 トンである。これは前々年の約 39 トン、前年の約
42 トンを上回り 2 年連続での増加となった。しかし、近年の生漆の輸入数量は 10 年前の 2006 年の半分以下と
なっていて、近年、漆の需要が大きく減少しているということは明らかである。国産漆の生産額はグラフ１23の




行する伝統証紙を貼付することができる漆器の生産額は、伝産法制定直後の 1975 年度及び 1979 年度の調査で
                                                                                                                                                                                     
13 『日本漆工』458：20 頁 1990 年 
14 『日本漆工』418：22-23 頁 1987 年 
15 『日本漆工』444：21 頁 1989 年 
16 『日本漆工』422：23 頁 1987 年 
17 『日本漆工』524：33 頁 1996 年 
18 『日本漆工』464：31 頁 1991 年 
19 『日本漆工』407：34 頁 1986 年 
20 『日本漆工』452：34 頁 1990 年 
21 『日本漆工』418：39 頁 1987 年 
22 日本特用林産振興会編集『特産情報』442：25 頁 2016 年 をもとに作成した。 

































































                                                          
24 2017 年 7 月現在、『全国伝統的工芸品総覧』は平成 18 年度版を最後に発行されていない。 
25 日本精漆工業協同組合・全国漆業連合会『うるしレポート』122 2000 年 
26 『日本漆工』659：26 頁 2016 年 
27 『日本漆工』660：10-11 頁 2017 年 
28 寺島良安『和漢三才図会』谷川健一編集『日本庶民生活史料集成』28：465 頁 三一書房 1980 年 
29 百井塘雨『笈挨随筆』日本随筆大成編集部『日本随筆大成』第 2 期 第 12 巻：171 頁 吉川弘文館 1974 年 








































 1645 年の松江重頼による俳諧入門書で諸国の産物が記された『毛吹草』〔巻 4〕にも「朽木の塗物、盆
鉢五器等」と紹介されている34。1675 年の俳諧集『俳諧当世男』には松尾芭蕉が重陽の季節に詠んだ「盃
の下ゆく菊や朽木盆」の句が収録されている35。井原西鶴の好色物『椀久一世の物語』に「朽木盆に盃を据
                                                          
31  森川許六『本朝文選』『日本俳書大系』4：557 頁 日本俳書大系刊行会 1926 年  
32  黒川真頼『工芸志料』前田泰次校注『増訂 工芸志料』：370 頁 平凡社 1974 年 
33  朽木村編纂委員会『朽木村史』資料編：153 頁 高島市 2010 年 
34  松江重頼『毛吹草』竹内若校訂『毛吹草』：171 頁 岩波書店 1943 年  








1691 年の旅行家の磯貝舟也による地誌『日本鹿子』〔巻 8〕にも「朽木塗物 盆 鉢 五器」と紹介され
ている38。また、松江藩主の松平不昧公にも好まれ、『雲州名物』にも取り上げられている39。1830 年の国




















てくるようになり、646 年に従来の世襲制の漆部連を廃され、漆の需要の増加に対応するために 701 年の
『大宝令』には漆工を監督する部署として大蔵省所属の漆部司の職制が定められ、正 1 人、佑 1 人、令




た漆の生産量が記され、上戸には漆 100 本、中戸には 70 本、下戸には 40 本以上と基準が設けられ45、漆
が重要な特産物であったことが分かる。『正倉院文書』には 762 年 4 月 18 日に「塗工 秦廣万呂」の記
                                                          
36  井原西鶴『椀久一世の物語』麻生磯次・冨士昭雄訳注『決定版 対訳 西鶴全集』4：17 頁 明治書院 1992 年 
37  貝原益軒『西北紀行』『日本紀行文集成』1：122 頁 日本図書センター 1979 年 
38  磯貝舟也『日本鹿子』：309 頁 クレス出版 1994 年 
39  松平治郷『雲州名物』千宗室編纂『茶道古典全集』12：372 頁 淡交新社 1962 年 
40  喜多村信節『嬉遊笑覧』日本随筆大成編集部『日本随筆大成』別巻 嬉遊笑覧 1：389 頁 吉川弘文館 1979 年 
41  『和漢三才図会』谷川健一編集『日本庶民生活史料集成』29：225 頁 三一書房 1980 年 
42  高島郡教育会『増補 高島郡誌 全』：852 頁 1972 年 
43  正野雄三編『日野椀・日野塗』：137 頁 1993 年 
44  藤原不比等他『大宝令』窪美昌保『大宝令新解』1：78 頁 越中 橘井堂蔵 1924 年 









































                                                          
46 『正倉院文書』東京大学史料編纂所「奈良時代古文書フルテキストデータベース」『大日本古文書』2016 年 8 月 14 日検索 
47  作者不詳『庭訓往来』石川松太郎校注『庭訓往来』東洋文庫 212：88 頁 平凡社 1973 年  
48  同前：112 頁  
49 楢崎宗重編『秘蔵浮世絵大観』1：188-189 頁 講談社 1987 年 
50 『嬉遊笑覧』前掲書：389 頁 
51  大阪市立博物館編集『商人の舞台－天下の台所・大坂－』：48-49 頁 1996 年  










東者駒蹄之通程被免許訖者 天気所候也 仍執達如件左大丞在判 承平五年十一月九日 器杢助」と記
された朱雀天皇綸旨とされる文書が伝わる（橋本,1970:44）。もっとも、小野宮すなわち惟喬親王が轆轤
を制作したという内容的な疑義は勿論、文書そのものが正式なものとは考え難い。また、1583 年 6 月付
で丹羽長秀名により筒井公文所宛に日本国中の轆轤師の諸役御免の免許状を出され、1587 年には増田長
盛名による筒井公文所宛の文書が伝わる53。蛭谷にある木地師の氏子駈の記録台帳である氏子駈帳は 1647











に伝わる文書としては 1357 年の足利尊氏奉行連署状、1572 年の正親町天皇綸旨「近江国筒井職頭之事」
などが挙げられる（橋本,1979）。大皇大明神を祀る金龍寺の高松御所は神祇伯白川家に属していた。祭
神は惟喬親王で、神紋には十六菊が用いられている。君ヶ畑には 51 冊の氏子狩帳が遺され 1694 年から
1893 年にかけて 9,734 人が記録される（橋本,1970:7）。また、大田南畝の『一話一言』〔24〕にも、狂歌
仲間の伊勢屋久右衛門宅である浅草庵で関家の家臣某から聞いた話が紹介されている。 
 
近江の国日野より政所、たで畑を過ぎて、君が畑に至る間の山谷に紅葉多し。                











                                                          
53 和歌山県漆器商工業協同組合『紀州漆器のあゆみ』：6 頁 1986 年  
54 『笈挨随筆』前掲書：171 頁  
55 本居宣長『玉勝間』村岡典嗣校注『玉勝間』上：247 頁 岩波書店 1934 年   






























〔巻 9〕には 857 年、惟喬親王は 14 歳で帯剣が許され58、〔巻 10〕には翌年 1 月 16 日に大宰権師に59、『日
本三代実録』〔巻 1〕には同年 10 月 26 日に大宰師に任命され60、文徳天皇はこの間に、病気になり崩御さ
れた61。惟喬親王を寵愛していた文徳天皇の存在が邪魔になった良房の暗殺ともいわれる。蔵人にすぎな
い紀名虎の娘が生んだ惟喬親王と惟仁親王の間に皇位継承問題が起こるはずがないとも考えられるが、贈り名






                                                          
57  藤原行成『権記』増補「史料大成」刊行会編纂『増補「史料大成」権記 2・師記』：157 頁 臨川書店 1965 年 原文は
漢文である。 
58  藤原基経他『日本文徳天皇実録』黒板勝美編『新訂増補国史大系』3：97 頁 吉川弘文館 2007 年 原文は漢文である。 
59  同前：109 頁 
60  藤原時平他『日本三代実録』黒板勝美編『新訂増訂国史大系』4:3 頁 吉川弘文館 2007 年  
61  同前：3 頁 
62  同前：3 頁 原文は漢文である。  


































さらに、第 970 番歌に「わすれては 夢かとぞ思ふ おもひきや 雪ふみわけて 君を見むとは」とある74。
ここでも親王が出家して雪深い地で淋しく落ちぶれた暮らしをしている様子が記されている。親王自身も第
                                                          
64  作者不詳『曽我物語』梶原正昭・大津雄一・野中哲照校注訳『新編日本古典文学全集』53：23 頁 小学館 2002 年  
65  作者不詳『平家物語』梶原正昭・山下宏明校注『新日本古典文学大系』45：73-74 頁 岩波書店 1993 年 
66  作者不詳『伊勢物語』秋山虔校注『新日本古典文学大系』17：157-158 頁 岩波書店 1997 年  
67  秋里籬島『河内名所図会』『版本地誌大系』4：496-499 頁 臨川書店 1995 年 
68 『伊勢物語』前掲書：158 頁  
69  紀貫之『古今和歌集』小島憲之・新井栄蔵校注『新日本古典文学大系』5：39 頁 岩波書店 1989 年 
70  千家尊信・岩政信比古『桜の林』日本随筆大成編集部『日本随筆大成』第 2 期 第 11 巻：163 頁 吉川弘文館 1974 年 
71 『伊勢物語』前掲書：161 頁 
72  同前：160-161 頁 
73 『古今和歌集』前掲書：290-291 頁 










は良房の死後の 874 年 9 月 21 日には「先皇の鐘愛される所なり。朕の友にして、尤も相い厚からんことを為す」
とあり78、同年 10 月 18 日には、清和天皇は兄・惟喬親王に親しい感情を持っており、封戸百戸を与えようと
する79。11 世紀後半の『大鏡』〔巻 1〕の清和天皇記に「元慶三年五月八日、御出家。水尾の帝と申す」と
























                                                          
75  同前：284 頁  
76  藤原定家他『新古今和歌集』峯村文人校注・訳『新編日本古典文学全集』43：498 頁 小学館 1995 年 
77 『一話一言』前掲書 12:148 頁 岩波書店 1986 年 
78  『日本三代実録』前掲書 4:351 頁  
79  同前：351 頁  
80  作者不詳『大鏡』橘健二・加藤静子校注『新編日本古典文学全集』34：26 頁 小学館 1996 年 
81 『曽我物語』前掲書：31 頁   
82 『和漢三才図会』前掲書 29：265 頁 三一書房 1980 年 
83  舎人親王『日本書記』坂本太郎・家永三郎・井上光貞・大野晋校注『日本書記』4：252 頁 岩波書店 1995 年  





愛智郡志』〔巻 1〕には「依知秦君 71、依知秦 30、依知 3、秦公 6、秦人 4、秦前 1、秦 3、秦忌寸 2、依































                                                          
85 『日本書記』前掲書 5：18 頁  
86 中川泉三編『近江愛智郡志』:98 頁 名著出版 1971 年   
87 『日本書記』前掲書 5：34 頁 原文は漢文である。 
88  同前：34 頁 原文は漢文である。 
89  同前：36 頁 原文は漢文である。 
90  同前：38 頁 原文は漢文である。 
91  満田良順「鬼室神社」『日本の神々－神社と聖地』5：489 頁 白水社 2000 年  
92 『日本書記』前掲書 3：68 頁 1994 年 
93  太安万侶『古事記』倉野憲司校注『古事記』：145-146 頁 岩波書店 1963 年 








29〕の 683 年の条には「三十八氏に姓を賜ひて連と曰ふ」とあり秦造の名も挙げられている97。685 年の




























                                                          
95 『日本書記』前掲書 3：234-236 頁 原文は漢文である。 
96  同前：239-240 頁 原文は漢文である。 
97 『日本書記』前掲書 5：192 頁 原文は漢文である。 
98  同前：208 頁 原文は漢文である。 
99 菅野真道『続日本紀』青木和夫・稲岡耕二・笹山晴生・白藤禮幸校注『新日本古典文学大系』13：407 頁 岩波書店 1990
年 原文は漢文である。 
100 『続日本紀』前掲書 16：313 頁 岩波書店 1998 年 原文は漢文である。  
101  同前：345 頁 原文は漢文である。 
102 藤原緒嗣他『日本後紀』坂本太郎校訂『新訂増補国史大系』3：3 頁 吉川弘文館 2007 年  
103  惟宗允亮『政事要略』黒板勝美編『新訂増補国史大系』28：355 頁 吉川弘文館 2000 年 原文は漢文である。 


































拓に尽力し、在地に勢力を拡大していった。『日本紀略』には 800 年に山城に加えて近江を含む計 6 か国
から 1 万人の民を動員して葛野大堰の修理を行ったことが記されている114。868 年に改修工事に貢献のあ
った秦氏出身の僧である道昌によって葛井寺の名称は法輪寺と改められている。『大漢和辞典』〔巻 6〕に
                                                          
105 『広隆寺縁起』鈴木学術財団編『大日本仏教全書』83：238 頁 講談社 1972 年 原文は漢文である 
106 『山城州葛野郡楓野大堰御広隆寺来由』鈴木学術財団編『大日本仏教全書』83：245 頁 講談社 1972 年 原文は漢文であ
る。 
107 『日本書記』前掲書 4：120 頁 原文は漢文である。 
108  同前：136 頁 原文は漢文である。 
109  大和岩雄「木島坐天照御魂神社」『日本の神々－神々と聖地』5：109 頁 白水社 2000 年 
110  万多親王他『新撰姓氏録』塙保己一編纂『群書類従』25:190 頁 八木書店 2013 年 原文は漢文である。 
111 『日本書記』前掲書 3：78 頁 原文は漢文である。 
112  同前：78 頁 原文は漢文である。 
113 『古語拾遺』前掲書：41 頁  





































海から求聞持法を勧められていた道昌が 829 年、100 日間修し、満願の日、東の空に明星を拝して水を汲
                                                          
115 『大漢和辞典』前掲書 6：1044 頁  
116 『大漢和辞典』修訂版 9：1063-1064 頁 大修館書店 1985 年  
117 皇円『扶桑略記』物集高見編『新註皇学叢書』6：107 頁 廣文庫刊行会 1927 年 
118 凝然『三国仏法伝通縁起』仏書刊行会編『大日本仏教全書』101：129 頁 大法輪閣 2007 年 原文は漢文である。 
119 空海『三教指帰』渡邊照宏・宮坂宥勝校注『日本古典文学大系』71:84 頁 岩波書店 1965 年 原文は漢文である。 
120 『日本三代実録』前掲書：358 頁 原文は漢文である。 
121  作者不詳『続古事談』川端善明・荒木浩校注『新日本古典文学大系』41：741 頁 岩波書店 2005 年 
122 『法輪寺縁起』鈴木学術財団編集『大日本仏教全書』83：300 頁 講談社 1972 年 原文は漢文である 





よって 1658 年に刊行の『洛陽名所集』〔巻 11〕にも落星井について「堂のかたはらに有。井の上に社立
たり。道昌此井にて垢離の時、星くだりけるとなり」と記されている125。1686 年の歴史家・黒川道祐に
よる地誌『雍州府志』〔巻 5〕の法輪寺の説明には「一日、道昌、晏座、虚空蔵菩薩、衣袖の上に現ず」

































                                                          
124 『法輪寺縁起』前掲書：300 頁  
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年東北院歌合』の 8 番には「塗師」と「檜物師」が描かれ、最後の 12 番に「商人」が置かれた138。当時の商人
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終 章 おわりに 
序章で設定した「「うるしの日」は権威づけのために制定された」とする仮説について、前章までの分析を踏
まえて検証結果を確認する。「うるしの碑」に刻された内容は史実ではなく、権威付けのために創造されたもの
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